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充：答解

　予約の際は航空会社に問い合わせを。出発時間

は掲載日翌日のもので変更の場合あり。ＳＫＹ（ス

カイマーク）０５７０（０３９）２８３　９Ｃ（春秋航空）０５７０

（６６６）１８８　ＩＴ（タイガーエア台湾）０３（６４５５）０２４２

茨城発 １２３４５６７
行先便名 発時分日月火水木金土
神戸ＳＫＹ１８３�：�×○○○○○○
神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９１�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９５�：�○○○－－○○
福岡ＳＫＹ８３１�：�○○○○○○○
那覇ＳＫＹ５３１�：�○○○－－○○
上海９Ｃ８９８８�：�－－－－－－－
西安９Ｃ６２９６�：�－－－－－－－
台北ＩＴ２１９�：�－－－－－－－

茨城着（時間は現地発）１２３４５６７
出発便名 発時分日月火水木金土
神戸ＳＫＹ１８２�：�○○△△○○○
神戸ＳＫＹ１８６�：�○△×○○○○
札幌ＳＫＹ７９０�：�○○○－－○○
札幌ＳＫＹ７９４�：�○○△○○○○
福岡ＳＫＹ８３６�：�○○△○○○○
那覇ＳＫＹ５３２�：�○○○－－○○
上海９Ｃ８９８７�：�－－－－－－－
西安９Ｃ６２９５�：�－－－－－－－
台北ＩＴ２１８�：�－－－－－－－

（２０２０．１０．３１）

　
○
…
「
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
働
く
仲
間
の
労
働
環
境
の
整
備
が
行
き

届
い
て
い
な
い
現
実
だ
っ
た
」
と
話
す
の
は

連
合
茨
城
の
内
山
裕
会
長
。
パ
ー
ト
や
派
遣

社
員
な
ど
の
雇
用
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
実
態

を
踏
ま
え
、
健
全
な
労
使
関
係
の
必
要
性
を

あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
。

　
だ
が
本
県
の
労
組
の
組
織
率
（
２
０
１
９

年
度
）
は
�
・
１
％
で
、
全
国
平
均
を
大
き

く
下
回
る
。
連
合
の
認
知
度
向
上
と
発
信
力

の
強
化
を
掲
げ
、
定
期
大
会
で
は
組
織
拡
大

へ
「
全
て
の
働
く
仲
間
の
た
め
に
も
う
一
段

の
努
力
を
」
と
呼
び
掛
け
た
。

（
戸
）

　
○
…
常
陸
太
田
市
役
所
近
く
に
あ
る
パ
ン

店
「
ひ
ま
わ
り
ぱ
ん
」
は
、
社
会
福
祉
法
人

朋
友
会
が
障
害
者
の
就
労
支
援
の
一
環
と
し

て
運
営
す
る
。
「
利
用
者
が
地
域
の
中
で
生

き
生
き
と
働
く
こ
と
、
働
き
な
が
ら
地
域
の

中
で
生
活
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
る
」
と

平
根
朋
幸
理
事
長
。

　
同
法
人
は
２
０
０
５
年
設
立
。
パ
ン
の
移

動
販
売
か
ら
始
め
、
�
年
同
店
を
開
い
た
。

「
福
祉
施
設
と
意
識
せ
ず
気
軽
に
来
店
し
て

ほ
し
い
。
パ
ン
店
が
身
近
な
存
在
に
な
り
、

接
点
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
障
害
者
へ
の
理
解

が
進
む
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

（
野
）

　
○
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

へ
、
市
内
小
中
学
校
の
消
毒
作
業
に
当
た
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
い
る
石
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
。
仲
川
栄
二
事
務
局
長
は
「
参

加
者
か
ら
『
毎
週
学
校
に
行
け
る
の
で
学
生

時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
楽
し
い
』
な
ど
、
好

意
的
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
教
職
員
の
負
担
を
減
ら
す
の
を
主
な
目
的

に
発
案
し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
て
う
れ
し

い
〝
サ
プ
ラ
イ
ズ
〟
も
。
「
地
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
同
士
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
た
。
地

域
と
地
域
と
を
つ
な
げ
る
役
割
も
果
た
せ
た

か
な
」
と
、
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
。
（
崎
）

入
賞
作
品
を
選
ぶ
茨
城
大
の
教

員
ら
＝
水
戸
市
文
京
の
同
大

人
の
動
き
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
色
付
き
の
影
が

投
影
さ
れ
る
「
不
思
議
な
影
」
＝
つ
く
ば
市
吾
妻

自
動
走
行
の

ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
ー
を

視
察
す
る
葉

梨
康
弘
農
林

水
産
副
大
臣

（
左
）
＝
つ

く
ば
市
観
音

台

　
叙
位
叙
勲
（
�
日
）
　
正
七
位
瑞
宝

双
光
章
　
元
県
立
北
茨
城
養
護
学
校
長

板
越
文
雄
氏
（
�
）
＝
水
戸
市
（
�
月
１

日
死
去
）
▽
正
六
位
　
元
岩
井
市
立
神

大
実
小
校
長
逆
井
昭
治
氏
（
�
）
＝
坂
東

市
（
�
月
４
日
死
去
）
▽
正
六
位
瑞
宝

双
光
章
　
元
鹿
嶋
市
立
鉢
形
小
校
長
立

原
勝
氏
（�
）＝
鹿
嶋
市
（
�
月
７
日
死

去
）

　
県
内
小
学
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
作
品
を
競
う
「
ユ
ー
ド
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
～
全
国
選

抜
小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大

会
茨
城
県
大
会
」
（
茨
城
新
聞

社
、
全
国
新
聞
社
事
業
協
議
会

主
催
、
ユ
ー
ド
ム
、
茨
城
大
特

別
協
賛
）
の
１
次
審
査
の
結
果

が
�
日
発
表
さ
れ
、
特
別
賞
５

点
、
優
秀
賞
�
点
の
入
賞
作
品

が
選
出
さ
れ
た
。
特
別
賞
は
、

全
国
大
会
出
場
作
品
を
決
め
る

最
終
審
査
に
進

む
。

　
大
会
は
、
本

年
度
か
ら
小
学

校
で
導
入
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
促

進
を
目
的
に
、

初
め
て
開
か
れ

た
。
「
も
っ
と

好
き
に
な
る
　

わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ア
プ

リ
の
「
ス
ク
ラ

ッ
チ
」
で
制
作

し
た
作
品
を
募
っ
た
。

　
応
募
総
数
は
１
５
７
点
。
小

学
校
や
学
習
塾
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
通
じ
て
申
し
込
み
が
あ
り
、

顔
認
証
を
組
み
込
ん
だ
ゲ
ー
ム

な
ど
発
想
豊
か
な
力
作
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
１
次
審
査
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
精
通
す
る
茨
城

大
の
教
員
３
人
に
よ
る
書
類
選

考
が
行
わ
れ
、
制
作
理
由
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
基
に
入
賞

作
品
を
選
ん
だ
。

　
最
終
審
査
は
�
月
�
日
、
水

戸
市
千
波
町
の
県
総
合
福
祉
会

館
で
行
わ
れ
る
。
特
別
賞
作
品

の
制
作
者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
来
年
３
月
に
都

内
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
の
出

場
作
品
（
県
知
事
賞
）
１
点
を

選
ぶ
。
会
場
で
は
優
秀
賞
作
品

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
行
わ
れ

る
。

　
各
賞
は
次
の
通
り
。
（
順
不

同
・
敬
称
略
）

　
▽
特
別
賞
　
大
村
陽
（
つ
く
ば
市
立

学
園
の
森
義
務
教
育
学
校
）
、
山
口
結

衣
（
日
立
市
立
塙
山
小
）
、
蓮
沼
香
望

・
中
藤
日
向
子
・
中
藤
優
佳
子
（
ｋ
ｕ

ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
）
、
鈴
木
雄
大
（
つ
く

ば
市
立
竹
園
東
小
）
、
春
日
彩
里
（
つ

く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学

校
）

　
▽
優
秀
賞
　
池
畑
尚
（
つ
く
ば
市
立

栄
小
）
、
古
川
晴
桜
（
牛
久
市
立
中
根

小
）
、
野
田
行
人
（
茨
城
大
付
属
小
）、

佐
藤
翔
太
（
ひ
た
ち
な
か
市
立
堀
口

小
）
、
平
野
こ
は
る
（
日
立
市
立
会
瀬

小
）
、
後
藤
大
空
・
前
田
ひ
な
た
・
小

坂
和
奏
・
鈴
木
瑠
依
（
北
茨
城
市
立
平

潟
小
）
、
岩
佐
奏
汰
（
つ
く
ば
市
立
吾

妻
小
）
、
栗
原
幸
杜
・
大
出
紗
空
・
大

出
琢
斗
（
Ｐ
ａ
ｓ
ｏ
ｃ
ｏ
）
、
佐
々
木

悠
善
（
牛
久
市
立
向
台
小
）
、
石
川
賢

政
（
つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務

教
育
学
校
）
、
広
瀬
由
茉
（
Ｐ
ａ
ｓ
ｏ

ｃ
ｏ
）
、
大
河
原
碧
（
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ

ｓ
ｕ
）
、
カ
ー
ス
ウ
ェ
ル
礼
（
大
洗
町

立
南
小
）
、
白
砂
友
貴
・
百
戸
陽
麻
・

渡
辺
大
翔
（
古
河
市
立
大
和
田
小
）
、

中
瀬
雄
大
（
ひ
と
・
ま
ち
ね
っ
と
わ
ー

く
）

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
立
富
士
見
ケ

丘
小
学
校
（
石
塚
武
彦
校
長
）
が

５
万
８
８
９
４
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
＝
写
真
＝
が
中
心
と
な

り
、
九
州
豪
雨
被
災
者
支
援
の
募

金
活
動
を
行
い
、
児
童
、保
護
者
、

教
職
員
か
ら
善
意
を
集
め
た
。
石

塚
校
長
が
届
け
た
。

洪
水
予
報
基
準
水
位

２
河
川
で
引
き
上
げ

国
交
省

　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
と
気
象
庁
は
�
日
、
昨
年
�

月
の
台
風
�
号
（東
日
本
台
風
）

被
害
に
伴
い
暫
定
的
に
引
き
下

げ
て
い
た
久
慈
川
、
那
珂
川
２

地
点
に
お
け
る
洪
水
予
報
の
基

準
水
位
を
、
０
・
６
～
０
・
２

㍍
引
き
上
げ
る
と
発
表
し
た
。

い
ず
れ
も
、
堤
防
強
化
を
終
え

た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
基
準
水

位
に
戻
し
運
用
す
る
。

　
基
準
水
位
を
戻
す
の
は
那
珂

川
の
野
口
水
位
観
測
所
（
常
陸

大
宮
市
野
口
）
と
久
慈
川
の
富

岡
水
位
観
測
所
（
同
市
富
岡
）

の
２
地
点
。
氾
濫
危
険
水
位
や

避
難
判
断
水
位
を
判
断
す
る
基

準
水
位
に
つ
い
て
、
野
口
で
０

・
６
～
０
・
２
㍍
、
富
岡
で
０

・
５
～
０
・
４
㍍
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
る
。

　
２
地
点
の
基
準
水
位
は
本
年

度
の
出
水
期
が
終
了
し
た
ほ

か
、
決
壊
し
た
堤
防
の
盛
り
土

や
護
岸
整
備
に
よ
る
強
化
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
暫
定
措

置
を
解
除
し
た
。
水
位
情
報

は
、国
交
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
川

の
防
災
情
報
」
で
公
開
し
て
い

る
。

　
県
人
事
委
員
会
（
足
立
勇
人
委
員
長
）
は
�
日
、
県
職

員
の
ボ
ー
ナ
ス
の
う
ち
期
末
手
当
を
０
・
�
カ
月
分
引
き

下
げ
る
よ
う
、
大
井
川
和
彦
知
事
と
森
田
悦
男
県
議
会
議

長
に
勧
告
し
た
。
民
間
と
の
差
の
解
消
が
目
的
で
、
ボ
ー

ナ
ス
の
引
き
下
げ
勧
告
は
２
０
１
０
年
以
来
、�
年
ぶ
り
。

月
給
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
調
査
遅
れ
の
た
め
、
�
月
中
に
必
要
な
報
告
・
勧
告
を

行
う
と
い
う
。

　
同
委
に
よ
る
と
、
県
内
２
５

３
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
た

調
査
に
基
づ
き
、
民
間
の
ボ
ー

ナ
ス
は
４
・
�
カ
月
と
算
出
。

県
職
員
は
こ
れ
よ
り
０
・
�
カ

月
多
い
４
・
�
カ
月
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
変
更
の
最
小
単
位

の
０
・
�
カ
月
分
引
き
下
げ

た
。
ボ
ー
ナ
ス
と
月
給
は
と
も

に
、
昨
年
ま
で
６
年
連
続
で
増

額
の
勧
告
だ
っ
た
。

　
勧
告
対
象
は
、
知
事
部
局
を

は
じ
め
と
し
た
行
政
職
の
ほ

か
、
教
員
、
警
察
官
な
ど
３
万

９
６
４
人
（
４
月
１
日
現
在
）。

勧
告
通
り
に
実
施
さ
れ
る
と
、

行
政
職
（
平
均
�
・
６
歳
）
の

平
均
年
収
は
２
万
円
減
の
６
３

６
万
６
千
円
と
な
る
。

　
大
井
川
知
事
は
「
厳
し
い
社

会
情
勢
を
反
映
し
た
も
の
な
の

で
、
趣
旨
を
尊
重
し
、
財
政
状

況
や
他
県
の
動
向
な
ど
も
十
分

に
勘
案
し
な
が
ら
対
応
を
検
討

す
る
」と
の
談
話
を
発
表
し
た
。

　
勧
告
に
対
し
、
県
地
方
公
務

員
労
働
組
合
共
闘
会
議
は
「
民

間
賞
与
の
客
観
的
な
支
給
実
態

を
反
映
し
た
も
の
だ
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

や
昨
年
の
台
風
�
号
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
対
し
て
、
県
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
奮

闘
し
て
い
る
職
員
の
努
力
を
踏

み
に
じ
る
結
果
」
な
ど
と
の
声

明
を
出
し
た
。
（今
井
俊
太
郎
）

　
光
と
映
像
が
織
り
成
す
ア

ー
ト
作
品
が
一
堂
に
会
す
る

企
画
展
「
体
験
し
よ
う
！
光

の
マ
ジ
ッ
ク
」が
�
日
か
ら
、

つ
く
ば
市
吾
妻
の
つ
く
ば
エ

キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
な
ど
最
新
技
術
を

活
用
し
た
、
錯
視
の
不
思
議

な
世
界
を
体
験
で
き
る
。
２

月
７
日
ま
で
。

　
同
展
は
、
光
技
術
と
芸
術

が
融
合
し
た
体
験
型
の
作
品

を
通
じ
、
目
の
錯
覚
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
。
ラ
イ
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ

た
�
種
�
点
の
作
品
を
展
示

す
る
。

　
作
品
の
一
つ
「
不
思
議
な

影
」
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
前

を
歩
く
人
間
の
輪
郭
を
、
向

か
い
合
わ
せ
に
設
置
さ
れ
た

カ
メ
ラ
が
感
知
。
動
き
に
合

わ
せ
て
変
化
す
る
色
付
き
の

影
と
し
て
映
し
出
す
も
の
。

　
「
３
面
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
は
１

面
が
縦
約
２
㍍
、
横
約
４
・

５
㍍
の
壁
３
面
を
ス
ク
リ
ー

ン
と
し
て
利
用
。
幻
想
的
な

宇
宙
空
間
や
ビ
ル
街
を
疾
走

す
る
映
像
を
投
影
し
、
臨
場

感
を
楽
し
め
る
。

　
期
間
中
、
光
に
関
す
る
子

ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
�
、
�
、
１
月
に
各
１
回

ず
つ
実
施
す
る
。
会
場
の
作

品
で
遊
ん
で
い
る
写
真
や
動

画
を
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
投
稿
し
た
来

場
者
に
、
特
製
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
贈
呈
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９
（
８
５
８
）
１

１
０
０
。

（
成
田
愛
）

　
葉
梨
康
弘
農
林
水
産
副
大
臣

が
�
日
、
つ
く
ば
市
の
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

（
農
研
機
構
）
を
訪
れ
、
ロ
ボ

ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
の
活
用
と
い
っ
た
最
先
端
の

農
業
研
究
を
視
察
し
た
。

　
農
業
技
術
革
新
工
学
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
小
林
研
所
長
が

ロ
ボ
ッ
ト
農
機
研
究
の
進
捗
状

況
を
説
明
。
そ
の
後
、
ロ
ボ
ッ

ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

の
作
業
を
実
演
し
た
。

　
農
機
の
自
動
運
転
は
ほ
場
内

で
の
み
実
用
化
さ
れ
て
い
る

が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
遠

隔
操
作
で
農
道
を
走
り
、
ほ
場

間
を
移
動
し
作
業
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
い
、
本
年
度
中

の
実
証
開
始
を
目
指
し
て
い

る
。

　
葉
梨
氏
が
「
自
動
化
す
る
に

は
ほ
場
を
ま
と
め
な
い
と
い
け

な
い
。
ほ
場
区
画
を
拡
大
し
て

も
、
担
い
手
が
転
々
と
や
っ
て

い
る
の
が
問
題
」
な
ど
と
課
題

を
指
摘
。
同
セ
ン
タ
ー
高
度
作

業
支
援
シ
ス
テ
ム
研
究
領
域
の

八
谷
満
領
域
長
は
、
実
用
化
に

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会
制

度
の
確
立
が
必
要
と
し
た
上
で

「
イ
ン
フ
ラ
な
ど
（社
会
と
の
）

協
調
性
が
非
常
に
重
要
」
と
話

し
た
。

　
ま
た
、
葉

梨
氏
は
農
研

機
構
の
水
田

自
動
水
管
理

シ
ス
テ
ム
や

遺
伝
資
源
セ

ン
タ
ー
を
視

察
。森
林
研
究
・
整
備
機
構
（
森

林
機
構
）
で
は
、
成
長
の
早
い

木
な
ど
最
新
の
研
究
を
見
て
回

っ
た
。

（
大
貫
璃
未
）
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